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埼玉児中央部，荒川から岩殿丘陵にかけて分布する

新第三系の層序

間　嶋　隆　一＊

Neogene stratigraphy along the Arakawa River nearYorii，

and ofthe OgawaBasin，HikiHills，andIwadono Hills，

CentralSaitama Prefecture，CentralJapan．

RyuichiMAJIMA＊

Neogene depositS are developed alongtheArakawaRive三二nearYofii，andin tne

0gawaBasin，HikiHills，andIwadonoHills，inthemarginalareaofnortheasternKanto

Mountains，CentralJapan．

The Neogene of the northern part（Arakawa，Ogawa and Hiki）of this area are

StratigraphicallydividedintotheKozono，Arakawa，IchinokawaandFukudaformations

in ascendingorder・TheKozonoFormation（conglomerate，Sandstone，mudstone and

tuff）▲unCOnformablyoverliesthepre－Neogenebasement andisconformablyoverlain

bytheArakawaFormation（altematingsandstoneandmudstonebeds，andtuff）．The

Arakawa Formation may be unconformably overlain by theIchinokawa Formation

（alternatingsandstone and mudstonebeds，COnglomerate，andtuff）．TheIchinokawa

Formationis conformably overlain bytheFukudaFormation（alternatingsandstone

and mudstone beds，and tuff）．

The Neogene of the southem part（Iwadono）are dividedinto the Arakavia

（alternating sandstone and mudstone beds，tuffaceous mudstone，and tuff），Goudo

（sandstone，COnglomerate，and tuff），Shougunzawa（massive tuffaceous mudstone and

tuff），Hatoyama（altematingsandstoneandmudstonebeds），andImazyukuformations

（massive sandstone）in ascending order with conformity，eXCept that the Arakawa

Formation may be unconformably overlain by the Goudo Formation，

TheIchinokawa Formation of the northernpartis correlatablewith the Goudo

Formation of the southern part，On the basis of the stratigraphic position and

COmpOSition of gravels of conglomerate・　The Kozono Formation yieIds some

CharacteristicspeciesoftheArcid－Potamidid assemblageofthelateEarlytoearliest

Middle Miocene Kadonosawa－type mOlluscan fauna・The Goudo Formation yields

LePidocyclina which alsoindicates the same age with the Kadonosawa〉type fauna．

Therefore，the Kozono，Arakawa，Ichinokawa and Goudo formations are considered

to be thelate Early to earliest Middle Miocenein age．

1989年3月23日受理

＊静岡大学理学部地球科学教室Institute of Geosciences，SchoolofScience，Shizuoka University，Shizuoka，422．
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は　じめに

間　嶋　隆　一

関東山地北東縁部から北縁部にかけて新第三系の

堆積岩類が広く分布している．このうち北東縁部に

あたる，埼玉県中央部の荒川沿岸域から岩殿丘陵に

かけて分布する新第三系の層序については，小林（1935），

渡部ほか（1950），矢崎・宮下（1963），福田・石和田

（19朗），松丸（1974），松丸・林（1980），小池ほか（1985）

などによって研究されてきた．これらの研究の中で

地層区分を行なった地質図を公表したのは小林（1935），

渡部ほか（1950），松丸・林（1980），小池ほか（1985）

であった．彼らの層序上の見解を比較すると小川盆

地と岩殿丘陵では大きな意見の相異が認められない

が，荒川沿岸域と比企丘陵では著しく異なっている．

そこで本地域の層序を再検討した結果，小川盆地，

荒川沿岸域，比企丘陵については松丸・林（1980）に，

また岩殿丘陵の層序については′J、池ほか（1985）に，

それぞれ極めて近い結論を得た（表1）．しかし，一

方において，松丸・林（1980）の比企丘陵の層序区分

の定義，特に市ノ川層の岩相上の独立性と層位上の

位置に対する彼等の議論は必ずしも十分でないよう

に思われる．また小池ほか（1985）は岩殿丘陵に，丘

陵を縦断する複数の断層構造を認めたが，その内の

幾つかは筆者の調査では認めることが出来なかった．

さらに調査地域から従来報告されていない貝化石を

得たのでここに合せて報告する．

本研究では，主に以下の点を記載・議論すること

に留意した．（1）各地層を岩相により再定義し個々の

地層の特徴を明確にする．（2）岩相に基づき再定義さ

れた各層の詳しい分布を出来るだけ詳細な地質図に

提示する．（3）上記2点に基づき荒川沿岸域および比

企丘陵の新第三系，特に再定義された市ノ川層の層

位上の位置を議論する．（4）比企丘陵と岩殿丘陵の新

川

摩
川

図1調査地域位置図．

Fig．1．Index map．

表1本論文の層序と松丸・林（1980）および小池ほか（1985）の層序の大略の対照表．

Tablel．Stratigraphic relation of the Neogene formations of the studied area．

松丸 ・林（1980）

小川盆地 比企丘陵 岩殿丘陵

：赤沼層

奥田層

神戸層

鎌形層

上唐子層

松
山
層
群

楊井層

土塩層

福田層

市ノ川層

飯田層

蟹沢層
荒川層

五反田層 小園層

本論文

小川盆地 比企丘陵 岩殿丘陵

未調査
今宿層

鳩山層

福田層 将軍沢層

市ノ川層 神戸層

？ ？

荒川層 荒川層 荒川層

小園層 小園層

小池ほか（1985）

岩殿丘陵

都
幾
川
層
群

大
橋
層

今宿砂岩部層

鳩山砂岩・シルト岩部層

lJ」石
殿
層

将軍沢シルト岩部層

根岸砂岩部層

神戸礫岩部層

上唐子層



埼玉県中央部の新第三系層序

第三系を，岩相および地質構造によって対比する．

調査範囲（図1）は寄居付近の荒川沿岸域（図2），

小川盆地地域（図4の左半部，小川という地名の北

西部），滑川以西の比企丘陵地域（図4の小川盆地

を除いた新第三系分布域），および岩殿丘陵地域（図

10）である．なお，本論文で言う比企丘陵は市ノ川

上流右岸沿いの丘陵部（牟礼，伊勢根，中爪，平沢

など：図4）を含める．また記載上の必要により比

企丘陵を北西一南東方向に流れる河川（滑川，粕川，

市ノ川：図4）によって地域分けした．

謝辞：本研究は故鹿間時夫横浜国立大学名誉教授

の御指導のもとに行なわれた（間鴨，1978MS）．同

大学故兄上敬三名誉教授，小池敏夫教授，尾崎公彦

助手，江藤哲人助手には本研究に関して筆者在学中

御指導，御批判を与えて下さり，また長谷川善和教

授には筆者の卒論資料の閲覧に便宜を与えて下さっ

た．筑波大学野田浩司教授，滝沢　茂助手，静岡大

学狩野謙一助教授，上越教育大学天野和孝助教授，

筑波大学付属駒場中学校高橋宏和教諭には粗稿を読

んでいただいた．静岡大学茨木雅子助手には時代論

につき御意見を頂いた．また筆者在学当時横浜国立

大学教育学部地学教室の学生であった中川久夫，石

渡陽子，棚瀬充史，赤阪行晴，′トロ正行，梅津裕子，

関　立志，長谷川裕之，平田大二，棚瀬節子，池崎

文也，岡村　晋，小林和彦，鈴木美沙緒，高島清行，

田中芳信，中島秀一，間嶋奈奈子の各氏にはフィー

ルドや教室で議論していただいた．比企郡小川町円

城寺の西澤皇道住職，入間郡越生町の越生館の皆様

には調査にあたってお世話いただいた．以上の方々

に篤く御礼申しあげます．

層序概説

調査地域の基盤岩類は，結晶片岩類，堆積岩類，

石英閃緑岩，花崗岩類，石英斑岩，片麻岩類などか

らなる．これらの岩石はおおむね北西一南東方向に

配列し，互いに断層関係で接する（小勝ほか，1970）．

堆積岩類のうち，寄居礫岩層（渡部ほか，1950）と

栃谷層（前田，1954）は新第三系である可能性があ

る．すなわち，小池ほか（1978）は寄居礫岩層から中

新世のものと考えられるサメの歯を発見した．また，

門田・徳永（1982）は栃谷層の花粉分析を行い，それ

表2　本論文で使用した凝灰岩層名（Tl～TlO）と従来の

研究の中で使用された凝灰岩層名との対比表．

Table　2．Correlation chart of the tuff beds

among the present and previOus studies．
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本論 文 ′ト林 （1鮎 5 ） 渡 部 は か （19 50 ） 松 丸 ・林 （19 80 ）小 池 ほか （198 5 ）

T lO 奥 田一旋依 岩 層 1 －12

T 9 将 軍 沢凝 灰岩 層 1 －　8 ～ 1 －1 1

T 8 Ⅰ －　7

T 7 1 －　6

T 6 Ⅰ一　2 （？）

rl1 5
＿上部 七 郷 凝 灰 岩 層

T 4 」油 日二郷 凝 灰 岩 層

T 3
上 部 七 郷 凝 灰 岩 層

下 部 七 郷 凝 依 岩層

T 2 七郷 凝 灰 岩

T l －1日 ！屑 下 部 七 郷 凝 J天岩 層

が中新世のものに近似していることを示した．この

両層は本論文で扱われる新第三系と比較すると固結

度が高く，著しく擾乱され，さらに本論文で議論さ

れる新第三系最下部の小園層に傾斜不整合で覆われ

る．両層は新第三系に含まれる可能性があるものの，

本研究では以上の理由により基盤岩類に分類した．

荒川沿岸域の地質図と地質断面図を図2に，小川

盆地と比企丘陵の地質図と地質断面図を図3と図4に

示した．以上の地域の地質柱状図は図5と図6に示

した．小川盆地，荒川沿岸域および比企丘陵の新第

三系は下位より小園層，荒川層，市ノ川層，福田層

からなる．小園層は基盤岩類を不整合に覆い，前期

中新世後期から中期中新世最前期の門ノ沢型貝化石

動物群を産し（図7；表3），荒川層に整合に覆われ

る．市ノ川層は荒川層の上位の地層（整合か不整合

かは不明）で福田層に整合に覆われると推定される．

岩殿丘陵の地質図と地質断面図を図10に，また地

質柱状図を図11に示した．岩殿丘陵の新第三系は下

位より荒川風神戸層，将軍沢層，鳩山層，今宿層

からなる．荒川層と神戸層の関係が不整合と推定さ

れるほかは整合関係である．神戸層は礫岩の磯種の

上で比企丘陵の市ノ川層との類似性が高い．岩殿丘

陵の新第三系は，その南半部の大半を鮮新～更新続

と考えられる物見山層（渡部ほか，1950；小池ほか，

1985）に傾斜不整合で覆われる．
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図2　寄居付近の荒川沿岸域に分布する新第三系の地質図および地質断面図．スケール上のβ点に

ついては図4の説明参照．

Fig．2．Geologic map and geologic profile of the Yoriiarea．Forlegend，See Captjon
of Fig．4．
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図3　小川盆地および比企丘陵新第三系の地質断面図．断面の位置および凡例は図4を参照・

Fig．3．GeologiC profiles ofthe Ogawa and Hikiareas（Seelocation ofeach profile

in Fig．4）．Forlegend，SeeCaption of Fig・4・
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図4小川盆地および比企丘陵新第三系の地質囲およ

び地質断面軋畑柑～Ⅰ・Ⅰ切断脚図3参

照．相左上端のβ息B・B’踊基盤岩酢の†

蝕それぞれ図2のβ点胤0の†点に一致す

る．すなわち，図2，4，10をコピーし，これらの点

を触るように貼り帥せれば全体の地質剛浣

成する（図13）

Fig・4・GeologicmapandgeologlCPrOfilesof

theOgawaandHikiareas・Legend：1，

basementrocks；2，KozonoFormation；3，

Arakawa Formation：4，Ichinokawa

Formation；5，COnglomerate consistlng

malnlyofangularbouldersofschistinthe

Ichinokawa Fonnation；6，Fukuda

Formation；7，tuff；8，Quaterna机basin

StruCture；10，SynClinalaxis；11，anticlinal

axis；12，COnCealedfault；13，fault；and14，dip

andsthkeofstratum．



埼玉県中央部の新第三系層序

層序各論

本論文では主要凝灰岩層をTl～TlO，主要断層

をFl～F18，主要背斜構造をAl～A6，主要向斜

構造をSl～S6とし，それぞれ番号を付けて区別し

た（図2，4，10，13）．本論文の主要凝灰岩層と従来

の研究（小林，1935；渡部ほか，1950；松丸・林，

1980；小池ほか，1985）との比較を表2に示す．な

お，以下の記載で触れる小川盆地，荒川沿岸域，比

企丘陵の化石産地1～16は図5に，岩殿丘陵の化石

産地17～36は図11にそれぞれ位置を示す．

小園層（Eozomo Fomation）

［命名］渡部ほか（1950）．

［模式地］大里郡寄居町小園の荒川両岸．

［分布］小川盆地．荒川沿岸域の小園・立ヶ瀬付

近の荒川両岸．比企丘陵の市ノ川右岸沿いの丘陵部．

比企丘陵の市ノ川・粕川に挟まれた地域の大部分と

粕川・滑川に挟まれた丘陵中軸部．

［岩相］礫岩層，砂岩層，泥岩層，凝灰岩層，お

よびそれらの互層よりなる．小園層は岩相変化が著

しく，一般的な傾向として東方に向かって（小川盆

地一荒川沿岸域→比企丘陵）全体に占める泥岩層の

割合が高くなる．本層を特徴づけるのは片麻岩，閃

緑岩，石英斑岩および先新第三系堆積岩類（主に秩

父中～？古生層）起源のチャート，砂岩，頁岩など

の円礫よりなる磯岩層である．ただし，非常にまれ

に結晶片岩角礫よりなる磯岩層を挟むことがある．

以下，小川盆地，荒川沿岸域，比企丘陵の3地域に

分けて記載する．

小川盆地：小川盆地の小園層は，基盤岩類に不整

合関係あるいは断層関係で接し，北部から南部にか

けて岩相が著しく変化する．また，原川付近の不整

合面直上に発達する黒色砂質泥岩層を除いて泥岩を

ほとんど含まず，野竹北方で片麻岩等の巨円礫を多

量に含む特徴的な礫岩層を挟在する．以下，北部（F6

断層以北），中部（F6断層とF8断層に挟まれた部分），

南部（F8断層以南）の順に記載する．北部の野竹北

方には木屑下部が分布し，直径1mに及ぶ片麻岩や花

崗岩の巨円礫と，閃緑岩や角閃岩の巨～大，円～亜

円礫を多量に含む礫岩（武井ほか，1978）が発達す

5

る．片麻岩巨円礫を含む本層下部は角山北方（F6，

F9断層が交わる部分の北西側）にも狭く分布する．

北部の本層中～上部は，石英斑岩の中円礫および先

新第三系砂岩起源の中～大礫よりなる磯岩層，細礫

質粗粒砂岩層，雲母片を多量に含む中～細粒砂岩層

よりなり，まれに白色細粒凝灰岩層を挟む．これに

対し中部の原川付近の兜川沿岸域では，基盤岩類（石

英閃緑岩）に本層が不整合関係で接し，凝灰質細粒

砂岩層，細礫質粗粒砂岩層および黒色砂質泥岩層か

らなり，汽水性の貝化石を産する（化石産地3）．一

方，南部の飯田西方では，砂岩層および先新第三系

起源であるチャート，砂岩，頁岩等の中円礫を主と

する礫岩層からなる．

荒川沿岸域：本層最下部は断層関係で基盤岩と接

するため不明である．木屑下部は，粗粒，中粒およ

び細粒砂岩の互層が主体で，しばしば石英斑岩，チャー

ト，砂岩，頁岩などの小～中円礫よりなる礫岩層，

泥岩層，白色凝灰岩層を挟む．ただし，凝灰岩層は

木屑下部が基盤岩中に断層関係で孤立的に分布する

立ヶ瀬付近ではほとんど観察されない．ノJ、園付近に

発達する細磯質粗粒砂岩層は05g柁αbedを数枚挟み

（化石産地9），その上位の細粒砂岩層と中～粗粒砂

岩層の互層中には貝化石を産する泥岩角磯（化石産

地10）や木片を含む．

上部は砂岩泥岩互層が主体で，下部と同様な礫種・

礫径を示す礫岩層と白色凝灰岩層をしばしば挟在す

る．本層最上部付近には層厚約20mの石英砂粒を含

む軽石質火山礫凝灰岩層が発達する．この凝灰岩層

中には数枚の泥岩層を挟在する．この凝灰岩層は岩

相から比企丘陵の荒川層に挟在するT3凝灰岩層に対

比される可能性がある（図2，5）．

比企丘陵：本層最下部は越畑周辺に発達し，細硬

質粗粒砂岩層，塊状中粒砂岩層，磯岩層および泥岩

層などが観察されるが，露出状況が著しく悪いため，

これらの岩相の卜下及び側方への関係は不明である．

越畑の基盤岩類周辺にはゴマシオ状凝灰岩層が分布

する．本層中上部は泥岩層および砂岩泥岩互層が最

も優勢で，細礫質粗粒砂岩層，塊状中粒砂岩層，礫

岩層，凝灰岩層などを挟む．礫岩は主に石英斑岩お

よび先新第三系起源のチャート，砂岩，頁岩などの

中円礫よりなる．西古里付近にはTl凝灰岩層が発達
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図5　荒川沿岸域，小川盆地および比企丘陵新第三系の地質柱状図．黒丸および黒三角のイタリッ

ク数字は，それぞれ化石産地とその層準を示す．凡例は図6参照．

Fig・5・Columnar sections of Yorii，Ogawa，Hiki areas・Forlegend，See Caption of

Fig．6．
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図6　比企丘陵新第三系の地質柱状図．黒三角のイタリック数字は化石産地の層準を示す．凡例：

1礫岩．2主に結晶片岩巨角礫よりなる礫岩．3粗粒砂岩．4中粒砂岩．5細粒砂岩．

6砂岩優勢な砂岩泥岩互層．7泥岩優勢な砂岩泥岩互層．8結晶片岩粒よりなる礫質砂岩と

泥岩の互層．9泥岩．10凝灰岩．11断層．

Fig．6．ColumnarsectionsofHikiarea．Legend：1，COnglomerate；2，COnglomerateconsiting

mainlyofangularbouldersofschist；3，COarSe－grained sandstone；4，medium－grained

Sandstone；5，fine－grained sandstone；6，altemating sandstone and mudstone

（sandstone　＞mudstone）；7，alternating sandstone and mudstone（mudstone　＞

Sandstone）；8，altemating sandstone consisting mainly of grains of schist and

mudstone；9，mudstone；10，tuff；11，fault；12，Fukuda Formation；13，Ichinokawa

Formation；14，Arakawa Formation；and15，Kozono Formation．
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図7　小園層の化石産地6より得られた貝化石．標本はいずれもシリコン模型．筑波大学地

球科学系所蔵．

Fig．7．Fossilmolluscs collected from theKozono Formation（loc．6：Fig．5）．All

SpeCimensarerubbercastsmadefromtheextemalmolds．1－3：Vicalyellaishiiana

（YoKOYAMA）．1，IGUT11119－2，Ⅹ1．8．2：IGUT11119－1，Ⅹ2．8．3：IGUT11119－3，Ⅹ1．7．

4：mcaryella atukoae（OTUKA），IGUT11117，Ⅹ2．7．5：7bteiu）aia taieiuJai

（MAKIYAMA），IGUT11116－6，Ⅹ3．3，6：7bieiu）aia yamanaYii（MAKIYAMA），IGUT

11118－5，Ⅹ2．4．IGUT：Institute of Geoscience，University of Tsukuba，Ibaraki，

305Japan．

する．この凝灰岩層は最大層厚約80mで岩相の変化

が著しく，白色軽石質火山礫凝灰岩から白色細粒凝

灰岩まで粒度が変化し，泥岩層，泥岩優勢な砂岩泥

岩互層，磯岩層などを挟在することがある．Tl凝灰

岩層は粕川東部に分布する木屑中には追跡されない．

これは粕川東部の小園層がTl凝灰岩層より上位の層

準から成っているからであろう．

［層厚］小川盆地で160m．荒川沿岸域で270m＋

（下限不明）．比企丘陵で650mである．

［層序関係］基盤岩類を不整合に覆う．不整合面

は小川盆地の原川付近の兜川河床と原川南東の採石

場，及び寄居町牟礼で観察される．不整合面が確認

された露頭の基盤岩は，いずれも石英閃緑岩である．

上位は荒川層に整合に覆われる．

［化石］小園層から産出した貝化石を表3に示す．

小川盆地（化石産地1～5）と荒川沿岸域（化石産

地6～10）からは化石を多産するが，比企丘陵では

化石産地11から得られた月毎祓ね？sp．と，著しく

保存の悪い巻貝化石を除いて，貝化石はほとんど産

出しない．以下に主な化石産地について述べる．化

石産地1，2，9では礫質砂岩層中にCrα5505g柁αが層

状あるいはレンズ状に密集して産する．化石産地3で

は下位の粗粒砂岩層からC，朋505わでα，上位の黒色砂

質泥岩層からq祓如し　月払崩れ1免鱒画物

Cgrf摘むおα等の貝化石が比較的自生に近い状態で産

する．また化石産地6の細粒砂岩層からは，7bfgf抑α毎

mcαりeJわ，C〝扉加扱犯等の巻貝化石（図7）が密集

して産する（MAJIMA＆TAXAHASHI，1987）．以上の

貝化石は内湾あるいは河口付近の汽水域の環境を示

すと考えられる．

［比較］木屑は，小林（1935）の古里層の大半，七

郷層下部および中部，市ノ川層の下部，中部および

上部の一部に，渡部ほか（1950）の五反田層，立ヶ瀬

層上部，中部を除く小園層，中部を除く荒川層，七

郷層中部に，また，松丸・林（1980）の五反田層，上

部を除く小園層，荒川層の最下部の一部に，それぞ

れ一致する．
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表3　′ト園層産貝化石の産出リスト．化石産地の位置は図5参照．A：25個体以上．C：11－25

個体．F：5－10個体．R：5個体以下．

Table3．Faunallist and relative abundance of speciesin the collection from the

Kozono Formation．A：mOre than　25　specimens．C：11－25　specimens．F：5－10

specimens．R：fewer than5specimens．

種 「
⊥1019

▲＼’／付〝／〟〃（JSP．
AγCdSp．
Sわ′衰γCαSp．

4タ∽ゐmSp．
Cわ′叩∽gγねsp．
〃ゐ〝わ如ごね乃Sp．
C／Zわ〝ひざSp．
Cmssost7mg77luitesta（YoKOYAMA）
⊥〟Cg〝0∽αSp．
5holucinacf．khaiaii（OTUKA）
かosZ乃わsp．
qノClinacf．sinensts（GMELIN）
l々乃〝∫Sp．
7滋♪gssp．
月ゆわPsp．
Cゐ桝都扉衰sp．
ル勉cg用Sp．
Hhltuhlminoensis（YoKOYAMA）
C〟JねJJ〟SSp．
ルお箸㍑γわざ？sp．
7おγγおおsp．
7bteiLLWhliateiwai（MAKIYAMA）
Tyamanarii（MAKIYAMA）
析Cα叩gJねα加わαe（OTUKA）
V二ゐみ該〃α（YoKOYAMA）
Vcf．chosenicaYABEandHATAI
Cgγわ如dgαSp．
fわJJ衰sp．
月お粥極㍑∫Psp．
乃′な0タ∽♪鮎川Sp．
耳かわ矧海沼Sp．
β〟Jわsp．
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本論文では小川盆地の五反田層（渡部ほか，1950；

松丸・林，1980）を小園層に含めた．小川盆地は／Jl

園層の分布の西縁にあたり比企丘陵の′ト園層に比較

して粗粒砕屑岩を多く含むことを特徴とする．しか

し既に記載したように小園層は全体として東方に細

粒化する傾向を示す地層である．このことから五反

田層は小園層の西方の粗粒相を示すものと考え同一

の地層とした．

荒川層（Arakawa Fomation）

［命名］渡部ほか（1950）．

［模式地］大里郡寄居町小園東方500mより下流へ

500mの間の荒川両岸．

9

［分布］小川盆地．荒川沿岸域の小園東方500mよ

り下流へ500mの間の荒川両岸．比企丘陵の市ノ川右

岸沿いと粕川・滑川に挟まれた丘陵地域，および西

古里東方．岩殿丘陵の嵐山町千手堂の槻川左岸およ

び東松山市上唐子から下唐子にかけての都幾川左岸．

［岩相］泥岩優勢な砂岩泥岩互層，砂岩層，泥岩

層および凝灰岩層よりなる．全体的な傾向として，

砂岩の占める割合は西方（小川盆地）から東方（比

企丘陵）へ減少する．以下，小川盆地，荒川沿岸域，

比企丘陵，岩殿丘陵北縁部（槻川・都幾川両沿岸域）

に分けて記載する．

小川盆地：灰色～黒色の泥岩層，泥岩優勢な砂岩

泥岩互層を主体とし，下部に厚さ30mの塊状中粒砂

岩層，最上部に厚さ10m以上の中～粗粒砂岩層を挟
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在する．かって最上部の砂岩中から石炭が採掘され

ていたが（徳永・飯塚，1927），炭層は今回の調査

では確認できなかった．厚さ1m程の白色細粒凝灰岩

層を少なくとも3枚挟む（図5の柱状図1）．泥岩層

は含貝化石石灰質団塊を含む．

荒川沿岸域：泥岩優勢な砂岩泥岩互層よりなり，

ときに1～2mほどの厚さの塊状中粒砂岩層を挟む．

荒川沿岸域の木屑は凝灰岩層をほとんど挟まない．

比企丘陵：市ノ川右岸沿いゐ丘陵部を除く本層の

岩相は，泥岩優勢な砂岩泥岩互層，泥岩層及び凝灰

岩層よりなる．砂岩泥岩互層中には厚さ5cmの石炭

層を挟む．下位よりT2，T3の2枚の凝灰岩層を挟む．

T2凝灰岩層は滑川と粕川に挟まれた丘陵地域南東部

に発達する．岩相は淡緑色細粒均質で風化すると泥

岩と区別しにくい．本凝灰岩層は厚さ15～20mで，

上限と下限は凝灰質泥岩へと漸移する．T3凝灰岩層

は比企丘陵の荒川層分布域内に広く発達する．本凝

灰岩層の岩相は淡緑色～白色細粒凝灰岩から淡緑色～

淡褐色軽石質火山磯凝灰岩まで色彩および粒度が変

化する．泥岩の角磯や粗粒な石英砂粒を含む部分が

ある．本凝灰岩は塊状無層理なため正確な厚さは明

らかではないが，滑川村羽尾付近では見かけ上300m

に達する．しかし砂岩泥岩互層中にしばしば観察さ

れる小摺曲が本凝灰岩中にも予想されるため実際は

もっと薄いであろう．T3凝灰岩層は泥岩層あるいは

泥岩優勢な砂岩泥岩互層をしばしば挟在する．市ノ

川右岸沿いの丘陵部の本層の岩相は荒川沿岸域と類

似する．しかし，まれに薄い白色細粒凝灰岩層を挟

在する．

岩殿丘陵北綾部（槻川および都幾川沿岸域）：都

幾川左岸の上唐子から下唐子にかけては泥岩優勢な

砂岩泥岩互層が断続的に露出する．一方，槻川左岸

千手堂西方の沢には凝灰質泥岩層が露出し，厚さ30～

50cmほどの白色細粒凝灰岩層を2枚挟在する（図11

の柱状図4）．

［層厚］小川町飯田付近で320m＋（上限不明）．

荒川沿岸域で詭Om＋（上限不明）．比企丘陵では羽

尾付近で最も厚く600m＋．広野付近で130m＋，さ

らに西古里の秩父セメント採石場で80m＋である（い

ずれも上限不明）．本層は上限が不明なため地域ごと

の層厚を比較することが困難であるが，西方から東

表4　荒川層産貝化石の産出リスト化石産地の位置は図5

参照．A：25個体以上．C：11－25個体．F：5－10個体．

R：5個体以下．

Table4．Faunallist and relative abundance of

SpeCiesin the collection from the Arakawa

Formation．A：mOre than25specimens．C：11－25

SpeCimens．F：5，10specimens．R：fewer than　5

SpeCimens．

種 産地　　　　　1213141516

肋C〝／αSp．

Acよねsp．
5αCCeJわァ乃ge〝5才s ARAKI

lbrthlndhlCf．watasei（KANEHARA）

P th7uCiaqfbrmis（STORER）
Acesta golleth（SowERBY）

Co乃C如cgJg？sp．

Lucinoma cf．acutilineata（CoNRAD）

Mdconul0Ptiua（YoKOYAMA）
M cf．incongrua（MARTENS）

Siliquacf．pulchelhl（DUNKER）

C〟Jγ柁乃5ねsp．

かど乃おJg〟∽Sp．

rおγγ涼J由sp．

斤ピわC〟乃α55αP sp．

Neptunea cf．constricta（DALL）
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R
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R
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方へ層厚を増すように見える．東方（比企丘陵）の本層

の層厚の大半はT3凝灰岩が占めている（図6）．T3凝

灰岩層は西から東に向かって層厚を増す（図5，6）．

［層序関係］下位の小園層を整合に覆う．本層中

には礫岩層を含まない．従って小園層最上部の磯岩

層（場合によっては礫質砂岩層）の上位面が両層の

境界となる（図5，6）．上位は比企丘陵で市ノ川層と，

岩殿丘陵の槻川左岸で神戸層とそれぞれ断層で按す

る．

［化石］荒川層産の貝化石を表4に示した．貝化

石を産出するのは小川盆地の泥岩層（化石産地12，

14，15）と上部の砂岩層（化石産地13），および比

企丘陵の本層最下部の泥岩層（化石産地16）である．

泥岩層中の化石は石灰質団塊中に産する．化石産地

16を除き一般に化石の保存は悪い．本層産の貝化石

は主に〃〟C〟れ　わγ地乃dα　Acg∫fq〃砂州βαな

ど沖合に生息する種からなる．

［比較］本層は小林（1935）の中部を除く七郷層と

中部を除く市ノ川層に一致する．また，渡部ほか（1950）

の蟹沢泥岩層，飯田挟炭層，荒川層の一部，中部を

除く七郷層に一致する．渡部ほか（1950）の荒川層と
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比較すると，荒川沿岸域でその分布はほぼ一致する

が，彼らの荒川層の基底部をなす含礫質砂岩層は本

論文の小園層最上部にあたる．比企丘陵で彼らが荒

川層とした大半は，本論文の小園層，市ノ川層およ

び基盤岩類の花崗岩である．彼らは都幾川左岸に荒

川層を認めたが，その分布は本論文の荒川層にほぼ

等しい．松丸・林（1980）と比較すると，彼らの飯田

層，蟹沢層，荒川層，上唐子層に一致（表1）する

が，後述のように下位の小園層との地層境界の区切

り方で異なっている．小池ほか（1985）の上唐子層の

シルト岩および砂岩・シルト岩互層は本層に一致す

る．彼らの上唐子層には礫岩層および砂岩層を含む

が，これらは上位の神戸層の基底部にあたる．

松丸・林（1980）は小園層と荒川層の境界を荒川沿

岸域で本論文の？T3凝灰岩層（図2，図5の柱状図8）

の上位面に，比企丘陵の市ノ川と滑川に挟まれた丘

陵部で本論文のT3凝灰岩層の上位面に，また比企丘

陵市ノ川右岸沿いの丘陵部で両層の境界を薄い凝灰

岩層の上位面（松丸・林，1980のFig．3）に引いた．

しかし，一般に比企丘陵の凝灰岩層は岩相変化が著

しく荒川沿岸域や比企丘陵間のような離れた地域で

はその対比に未だ問題が残されているように思える．

とくに，比企丘陵市ノ川右岸沿いの丘陵部に発達す

る凝灰岩層は非常に連続性が悪く地層境界に使用す

るには無理があるように思える．そこで本研究では

小園層は礫岩を挟在する事によって特徴づけられる

地層とし，荒川層は礫岩のような粗粒砕屑岩を含ま

ない地層である（ただし，砂岩泥岩互層部の砂岩基

底部にはわずかに礫質な部分がある）と定義し直す

ことにした．筆者の調査結果に基づくと比企丘陵の

T3凝灰岩層の上位面より最大で下位400mの間には

礫岩層などの粗粒砕屑岩を含まず，礫岩層はその下

位にある（図6），また荒川沿岸域の？T3凝灰岩層の

上部には礫岩層が発達する（図5の柱状図8）．本研

究ではこれらの礫岩層（場合によっては礫質粗粒砂

岩層）の上位面を両層の境界とした．

市ノ川層（Ⅰ血hokawaFomation）

［命名］小林（1935）．本層は川の名称をとって市ノ川

層と命名されたが，最近の地形図および現地では，

この川を市野川としている．

11

［模式地］比企郡嵐山町奈良梨東方の採石場（図8の

写真1a－b，写真2）．

［分布］比企丘陵市ノ川左岸沿いの丘陵西縁部，お

よび北縁部に丘陵の西半分を取り囲むように分布す

る．また荒川沿岸域の小園東方約2．5kmにも本層の

分布がある（図2）．

［岩相］本層は主に泥岩優勢な砂岩泥岩互層からな

り，結晶片岩巨角礫（図8の写真2，写真3，写真

4）を多量に含む礫岩層を少なくとも2枚と，結晶片

岩粒よりなる礫質砂岩層をしばしば挟在する．結晶片

岩巨角礫はときに径3mにもおよび（図8の写真2），

磯の大半を占めるが，礫岩層中には砂岩や頁岩など

の先新第三系堆積岩類起源の細～中円礫を含むこと

がある．この礫岩層は小勝ほか（1970）によって青岩礫

岩と呼ばれたものに相当する．砂岩泥岩互層中の礫質

砂岩層を挟在する部分は，砂岩層中の扁平な結晶片

岩粒が層理面と平行に配列しているために層理面に

沿って平板状に剥離することが多い（図8の写真3）．

こういった剥離性は本層以外の砂岩泥岩互層中には

見られず，本層の著しい外見的な特徴となっている．

［層厚］模式地の奈良梨付近で250m＋（下限およ

び上限不明）．西古里北方で150m＋（下限不明）．

［層序関係］下位は小園層あるいは荒川層と断層で

按するが，以下の理由により荒川層の上位に重なる

地層であると考えられる．（1）荒川沿岸域では荒川層

と市ノ川層との間に露頭が欠如しているが，市ノ川

層は見かけ上荒川層の上位，すなわち荒川層の傾斜

方向に露出している（図2）．（2）比企丘陵の滑川と市

ノ川に挟まれた丘陵地域の小園層と荒川層は大きく

ドーム構造をなし（後述），そのドーム構造の北縁と

西縁に沿って市ノ川層が蕗出する．また市ノ川右岸沿

いには荒川層が露出し東方に傾斜している（図4）．こ

れらのことから市ノ川に沿った向斜構造が推定され，

荒川層の上位に市ノ川層が重なると考えざるえない．

市ノ川層と荒川層が整合であるか不整合であるかの

直接的な証拠は荒川沿岸域および比企丘陵地域には

認められない．

［化石］未発見．

［比較］本層は，小林（1935）の市ノ川層中部，渡部

ほか（1950）の荒川層下部，松丸・林（1980）の市ノ川

層にそれぞれ一致する．
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→ト図8　市ノ川層の露頭写真（写真の撮影位置は図9に示す）

1a－b：嵐山町奈良梨の採石場に露出した市ノ川層（断層の手前）と小園層（断層の向こう側）を

境するF15断層．手前の市ノ川層は，主に結晶片岩粒よりなる礫質砂岩層を挟在する整然と

成層した砂岩泥岩耳層であるのに対して，小園層は砂岩層，泥岩層，砂岩泥岩耳層，礫岩層

（石英斑岩，チャート，砂岩，頁岩などの中～大円礫よりなる）などが′ト断層によって切られ，

著しく複雑な構造をなす．F15断層はN200W，85Qwswの断層面を有する．1977年7月

29日撮影．

2：1a－bの写真の撮影位置近くに露出する径3m以上の市ノ川層中の結晶片岩巨角礫．写真1aと

同日に撮影．

3，4：奈良梨の南東約800mの市ノ川沿いの道路脇に露出する市ノ川層の結晶片岩粒より主にな

る礫質砂岩層と泥岩層の互層（写真3の右下半部），およびその上位に重なる結晶片岩巨角

礫からなる礫岩層［写真3の左上半部の人物（棚瀬充史氏）の写っている部分と写真4；写真

3　と写真4は同一の露頭を異なる方向から写したものである（図9）〕．砂岩泥岩互層は市ノ

川層を特徴づける層理面での剥離が顕著で，これは礫質砂岩中の結晶片岩粒が層理面と平行

に配列しているためである．1978年1月撮影．

Fig．8．Photos of theIchinokawa Formation．1a－b：Ichinokawa Formation（screen of

dot），Kozono Fomation（screen of dash），fault（solidline）and fault presumed

（dashed solidline）．2：angular boulder of schist（3m＋in diameter）in the

Ichinokawa Fomation．3，4：Conglomerate consisiting mainly of angular boulders

of schist，and alternating sandstone and mudstone of theIchinokawa Formation．

Seelocation of each photographin Fig．9．
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構良木。。闇
図9　図8の写真撮影位置を示す．図は市ノ川沿岸域奈良梨付近の地質図（図4）を示し，凡例は図

4に同じ．1から4で示された黒い二等辺三角形の頂点の示す向きが写真の撮影方向である．

Fig．9．Location of each photographin Fig．8．

福田層（Fukuda Fom8億on）

［命名］小林（1935）．

［模式地］福田村を真北に進む県道に沿って，下向

から上郷に至る両側の丘陵脚（渡部ほか，1950；調査

地域外）．

［分布］比企丘陵の古里より馬内にかけての丘陵地

帯［調査地域外は渡部ほか（1950）参照］．

［岩相］泥岩優勢な砂岩泥岩互層よりなり2枚の凝

灰岩層（T4，T5）を挟在する．下位のT4凝灰岩層は

淡緑色軽石質火山礫凝灰岩で，厚さ7mである．上位

のT5凝灰岩層は白色細粒で上部は泥岩に移化する．

厚さ最大15mで西方に層厚を減ずる．

［層厚］220m＋（上限不明）．

［層序関係］下位は市ノ川層を整合に覆うと推定さ

れる．馬内南方の本層とその南西方に分布する市ノ川

層上部は，共に北東方向に傾斜する（図4）．両層の間
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図10a　岩殿丘陵新第三系の地質図および地質断面図．都幾川に沿って描かれている破線は荒川層と神戸層の推定境界を

示す．本図左上端のγ点については図4の説明参照．

Fig．10a．Geologic map and geologic profiles of theIwadono area．
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図10b　図10aの凡例．

Fig．10b．Legend for Fig．10a．1：basement rocks．

2：Arakawa Formation．3－5：Goudo Formation

（3，Sandstoneand conglomerate；4，COnglomerate

COnSisiting mainly of angular boulders of

SChist；　and　5，Calcareous sandstone）．6：

Shougunzawa Formation．7：　Hatoyama

Formation．　8：Imazyuku Formation．　9：

Monomlyama Formation．10：tuff．11：

Quaternary．12：SynClinal axis．13：anticlinal

axis．14：COnCealed fault．15：fault．16：dip and

Strike of stratum．

には露頭が欠如しているものの，地層の傾斜方向か

ら本層が市ノ川層を整合に覆うと解釈した．上位は第

四系に覆われ不明である．

［化石］未発見．

［比較］本層は小林（1935）および渡部ほか（1950）の

七郷層の一部，松丸・林（1980）の荒川層の一部に相

当する．

15

神戸層（Goudo Foma偵on）

［命名］福田・石和田（1964）により都幾川層神戸砂

礫岩部層として命名された．

［模式地］比企郡嵐山町根岸の都幾川右岸．

［分布］岩殿丘陵の鳩山村熊井南西，竹本西方およ

び笛吹峠西方，嵐山町鎌形の都幾川両岸，嵐山町千

手堂の槻川および都幾川左岸，嵐山町根岸から東松

山市神戸にかけての都幾川右岸，および東松山市葛

袋の秩父セメント採石場北部．以上のように岩殿丘陵

西縁から北縁をとり囲むように点々と分布する．

［岩相］神戸層は礫岩層，砂岩層，石灰質砂岩（一

部礫質）層，および凝灰岩層よりなる．砂岩層が最も

優勢で細硬質粗粒砂岩と中粒砂岩が多く，丘陵の北

縁部では細粒砂岩も観察される．一般に丘陵西縁部か

ら西北縁部の本層の砂岩および磯岩は石灰質である

ことが多い．特に丘陵西縁部には，新鮮な面が白色な

いし淡黄色を示し，一部礫質な著しく石灰質な砂岩

層が分布する．

磯岩層は本層分布域の北半部によく発達するが，

南西部では礫岩層はあまり観察されない．磯種は主に

結晶片岩および先新第三系堆積岩類（主に秩父中～？

古生層）、起源の砂岩，頁岩，チャートよりなる．本層

の磯岩は結晶片岩礫をほぼ普遍的に含むことで，小

園層の磯岩と著しい対照をなし，市ノ川層の礫岩と

共通性が高い．千手堂南西の槻川左岸に露出する結晶

片岩中～巨角礫よりなる磯岩層は市ノ川層を特徴づ

ける結晶片岩巨角礫層に大変良く似るが，礫径が1m

を超えることは少ない．

丘陵の北縁部根岸と葛袋には，淡緑色凝灰岩の小～

中円礫を多量に含む厚さ2mほどの礫岩層が発達する．

この凝灰岩礫は小池ほか（1985）によって酸性凝灰岩

磯として記載されたもので，比企丘陵のT2，T3凝灰

岩層の一部に岩相が類似する．

丘陵北縁部の根岸から神戸にかけては，本層と上位

の将軍沢層との境界に厚さが最大で5mほどの白色細

粒凝灰岩層（T6）が追跡される（図10，図11の柱状図

6）．この凝灰岩層は葛袋でも観察されるが，厚さは2m

ほどで，将軍沢層との境界の下位8mに位置する（図

11の柱状図13）．笛吹峠西方の本層と将軍沢層との境

界には厚さ60cmのゴマシオ状凝灰岩層が発達し，そ

の下位2mにも厚さ50cmのゴマシオ状凝灰岩層が認
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められる（図11の柱状図3）．さらに，丘陵北縁部の根

岸では厚さ50cmのゴマシオ状凝灰岩層がT6凝灰岩

層の下位約90mに観察される（図11の柱状図6）．

［層厚］約300m．

［層序関係］下位の荒川層との関係は不明である．本

層と荒川層が按する露頭は千手堂南西の槻川左岸の

崖1か所だけで観察され，そこでは荒川層の凝灰質泥

岩層が本層最下部の結晶片岩巨角礫層に断層で按し

ている．したがって両層の層序関係を直接確認するこ

とは出来ない．一方，本層中に含まれる淡緑色凝灰岩

円礫は比企丘陵荒川層中のT2，T3凝灰岩層の一部

と岩相が類似しており，これらの凝灰岩から由来した

可能性が高い．これは，両層が不整合関係にあること

を示唆しているのかもしれない．両層の推定地層境界

を破線で図10に示した．両層の走向・傾斜は槻川お

よび都幾川左岸で見る限り比較的調和している．なお

小池ほか（1985）は両層間に不整合を認めているが

（表1），彼らは不整合を境にして地質構造が著しく異

なっているとした．上位は将軍沢層に整合に覆われる．

図11岩殿丘陵新第三系の地質柱状図．黒丸と黒三角のイ

タリック数字は，それぞれ化石産地とその層準を示す．凡

例：1礫岩．2主に結晶片岩巨角礫よりなる礫岩．3石

灰質砂岩．4粗粒砂岩．5中粒砂岩．6細粒砂岩．7砂

岩優勢な砂岩泥岩互層．8泥岩優勢な砂岩泥岩互層．9

泥岩．10凝灰岩．11断層．

Fig．11．Columnar sections ofIwadono area．

Legend：1，COnglomerate；2，COnglomerate

COnSisting mainly of angular boulders of

SChist；　3，　Calcareous sandstone；　4，

COarSeTgrained sandstone；5，medium－grained

Sandstone；6，fine－grained sandstone；　7，

alternating sandstone and mudstone

（Sandstone　＞　mudstone）；　8，　altemating

Sandstone and mudstone（mudstone　＞

Sandstone）；9，mudstone；10，tuff；11，fault；12，

ImazyukuFormation；13，Hatoyama Formation；

14，Shougunzawa Formation；15，Goudo

Formation；and16，Arakawa Formation．
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［化石］嵐山町鎌形の都幾川右岸より南方に入る沢の

細礫質粗粒砂岩層（化石産地17）よりCあわ桝プ∫Sp．，

Ostrea sp．，Conchoceh？？sp．などの貝化石および

石灰藻化石を得た．また同じ産地の転石から

んがゐ伊妨那Sp．を採集した．鳩山村笛吹峠西方の

泥質砂岩層（化石産地18）より　Acggα　gO〟α摘

（SowERBY）および　Denialium yokpyamai

MAKIYAMAを得た．

［比較］本層は，小林（1935）の都幾川層下部“礫岩或

は礫質砂岩”部，渡部ほか（1950）の都幾川層下部“砂

岩・礫岩層”，松丸・林（1980）の鎌形層，小池ほか（1985）

の岩殿層神戸磯岩部層・根岸砂岩部層に，それぞれ一

致する．

将軍沢層（ShougunEaWa Fomation）

［命名］福田・石和田（1964）により都幾川層将軍沢泥

岩部層として命名された．

［模式地］比企郡嵐山町将軍沢東方を南北に走る沢．

［分布］岩殿丘陵に分布する新第三系の大半を占め，

東松山市葛袋から嵐山町根岸を結ぶ線より南側と東

松山市岩殿の南西約1kmから鳩山村奥田を結ぶ線の

北側の地域，および鳩山村笛吹峠より鳩山村竹本，熊

井西方にかけての地域に連続して分布する．

［岩相］将軍沢層は，淡灰色凝灰質塊状泥岩層よりな

り，連続性の良い4枚の凝灰岩層を挟む．泥岩は凝灰

質であるため風化すると挟在する細粒凝灰岩層と区

別が難しい場合がある．しかし，挟在する凝灰岩層が

一般に風化しても白色であるのに対して，泥岩の風化

したものは淡褐色であるため区別しうる．根岸から神

戸にかけての本層の最下部には直径数mmの軽石を

頻繁に含む厚さ5～10mほどの淡褐色凝灰質泥岩層

が発達する．この凝灰質泥岩中には著しく砂質な部分

がある．

本層は稀に砂岩層を挟在することがある．奥田北方

のTlO凝灰岩層の下位10m　に泥岩優勢な砂岩泥岩

互層が（図11の柱状図7），さらに泉井北方のTlO凝

灰岩層の下底に厚さ2～3mの凝灰質中～粗粒砂岩

層が観察される．

本層中に認められる4枚の凝灰岩層を下位よりT7，

T8，T9，TlOとし，以下に記載する．T7凝灰岩層は
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図12　将軍沢層より得られた貝化石．標本はいずれもシリコン模型．横浜国立大学教育学部地学教室所蔵．

Fig．12．FossilmolluscscollectedfromtheShougunzawaFormation．Allfigures arexl and

allspecimens arerubbercasts made from the externalmolds．1：Ebitonium sp．，GIYU

627；loc．20（Fig．11）．2a－b：Punciurelldaff．7鷲宮hl SHIKAMAandHABE；2a，eXtemalview，2b，

internalview；GIYU628；loc．21（Fig．11）．3：OYeCtO頭iYa Sp．；GIYU629；loc．20rFig．11）．

4：Eb，車lomacf．otohimeae OzAKI；GIYU630；loc．33（Fig．11）．5：Acesiagoliath（SowERBY）；

GIYU631；loc．32（Fig．11）．6：Glo，車allium cYtZSSivenium（YoKOYAMA）；GIYU632；loc．36
（Fig．11）．GIYU：GeologicalInstitute，YokohamaNatiohalUmiversity，Yokohama，240Japan．

厚さ約40cmの軽石質火山礫凝灰岩である．T8凝灰

岩層は厚さ約2mの白色中粒L細粒凝灰岩で級化層理

が認められる．また将軍沢付近では火山豆石を含む．T9

凝灰岩層は厚さ3～5mの細粒ないし粗粒凝灰岩で一

般にT8凝灰岩層とは粒子の粗い部分が多いことで区

別される．しかし，T9凝灰岩層の上部では細粒とな

ることから，部分的にしか露出していないとT8凝灰

岩層と岩相での区別が難しい場合がある．笛吹峠北方

では級化層理が発達する部分があり，神戸南方におい

ては平行葉理が発達する．将軍沢南東では火山豆石を

含む平行葉理がスランビングし，泥岩層を挟む．TlO凝

灰岩層は最下部が淡褐色粗粒で，上方に向かって細粒

化し，最上部では塊状白色の細粒凝灰岩となる．スラ

ンビングや火山豆石がしばしば観察される．層厚は奥

田付近で最も厚く約12m，竹本南方で最も薄く約7m

である．本凝灰岩層は非常によく連続することから岩

殿丘陵新第三系の地質構造を決定する鍵となった．
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表5　将軍沢層産貝化石の産出リスト．化石産地の位置は図11参照．A：25個体以上．C＝11＿25

個体．F：5－10個体．R：5個体以下．

Table5．Faunallist and relative abundance of speciesin the co11ection from the

Shougunzawa Formation．A：mOre than　25specimens．C：11－25specimens．F：

5－10specimens．R：fewer than5specimenS．
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種 産地　　　　19　20　2122　23　24　25　26　27　28　29　30　3132　33　34　35　36

Acfわsp．

fわγぬ乃d由sp．

AγCα？sp．

Limopsis tokaiensis Yokoyama

Glorわallium crassiuenium（YoKOYAMA）

Delectqpecten cf．macrocheiricohl（HABE）

CゐJα靴γSSp．

肋〟ゐ（ゆgcJg乃Sp．

Acesiagoliath（SowERBY）

Lucinoma acutilineata（CoNRAD）

MacoTnLfCf・Pmetexia（MARTENS）
M cf．lnCOngrua（MARTENS）
M cf．to匂′OenSis MAKIYAMA

lセriPlonulCf．otohimeae OzAKI

Denialium yokの′amaiMAKIYAMA

か．sp．
Puncturelhlaff．γgghlSHIKAMA et HABE

かわdom？sp．

07でCわ坤わⅦSp．

1句〟わか〟S Sp．

旦かわ㈲海沼Sp．

Pyγ〟〝C〟J㍑5？sp．
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［層厚］神戸南方で約400m，笛吹峠北西付近で急

激に層厚を減じ，竹本付近で150m，熊井西方で100m

以下になる．

［層序関係］下位の神戸層を整合に覆う．神戸層は

泥岩を含まず，また将軍沢層は泥岩より粗い砕屑岩

をほとんど含まないため両層の境界は極めて明瞭で

ある．上位の鳩山層に整合に覆われる．

［化石］将軍沢層産の貝化石を表5にまとめた．本

層の化石の多くは印象として産し，また一般に変形

も大きい．化石産地19～23の貝化石は，本層最下部

に発達する軽石混じり淡褐色泥岩層より得られたも

ので，上わ乃（ゆ∫fg，8gおcfqpgcfg邦，AcggJα，P〟〝C一

〝γ柁肋（図12の写真2a－b），0柁Cわ坤γα（図12の

写真3），1句J〟わかわJgなどを特徴とする大陸棚縁辺

部の環境を示す群集である（鹿間時夫談話，1977）．ま

た本層最下部からは，貝化石以外にもサンゴ，腕足

類，ウニ，サメの歯，および植物片などを産する．化

石産地24～36の貝化石は，本層中上部の淡灰色凝

灰質塊状泥岩層から得られたもので，Acfわ，

fbr地乃dα，pgわC的如Cね乃　AcgSね（図12の写真

5），fセγゆわ椚α（図12の写真4）など沖合泥底の環境を

示す貝化石からなる．化石産地36から密集して産す

るGわ′車α措〝∽（図12の写真6）は，現生種が浅海

の岩礁に住むことから，流されて来たものである可

能性がある．本層中上部からは貝化石以外にもサンゴ，

ウニ，植物片などを産する．

［比較］本層は，小林（1935）の都幾川層中部“含化

石凝灰質砂岩”および“白色破璃質凝灰岩”部，渡

部ほか（1950）の都幾川層中部“将軍沢凝灰岩層，凝

灰質泥岩層”および“奥田凝灰岩層”，松丸・林（1980）

の最上部を除く神戸層，小池ほか（1985）の岩殿層将

軍沢泥岩部層に，それぞれ一致する．

鳩山層（Hatoyama Fomation）

［命名］福田・石和田（1964）により都幾川層鳩山砂

岩泥岩部層として命名された．

［模式地］比企郡鳩山村奥田周辺．

［分布］岩殿丘陵中心部に分布するが，物見山層に
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広く覆われるため，鳩山村奥田から大橋にかけての

谷の周囲と熊井西方に分布が限られる．

［岩相］砂岩泥岩互層からなり下位は泥岩優勢，上

位は砂岩優勢となる．砂岩は主に中粒で，結晶片岩，

チャート，砂岩，頁岩などの細礫よりなる礫岩層の

レンズを挟むことがある．砂岩層の厚さは本層上部で

最大25mに達する．泥岩は下部を除いて一般に砂質

である．

［層厚］200m．

［層序関係］下位の将軍沢層を整合に覆う．将軍沢

層中のTlO凝灰岩層の上位に最初に重なる砂岩層の

基底を両層の境界とする（図11）．上位は今宿層に整合

に覆われる．

［化石］植物片を多産するが，他の化石は未発見．

［比較］本層は，小林（1935）の都幾川層上部“淡緑

色凝灰質砂岩，頁岩の互層”の下部，渡部ほか（1950）

の都幾川層上部“砂岩，頁岩の互層”の下部，松丸・

林（1980）の奥田層および神戸層最上部，小池ほか（1985）

の大橋層鳩山砂岩・シルト岩部層に，それぞれ一致

する．

松丸・林（1980）は，本層と下部の将軍沢層との境

界を彼らが渡部ほか（1950）の“将軍沢凝灰岩層”と

〟奥田凝灰岩層”とを一括した“厚い顕著な凝灰岩層”

の上位面に置いた．一方，小池ほか（1985）は両層の境

界を砕屑岩類の岩相に基づいて引き，その結果，両

層の境界は松丸・林（1980）が地層境界とした凝灰岩

層（本研究のTlO凝灰岩層，小池ほか（1985）のⅠ－12

凝灰岩層）よりかなり上位に置かれた．筆者の見解は

小池ほか（1985）に一致する．

今宿層（ImaZyuku Fomation）

［命名］福田・石和田（1964）により都幾川層今宿砂

岩部層として命名された．

［模式地］比企郡鳩山村赤沼付近．

［分布］岩殿丘陵南部に分布するが，物見山層に広

く不整合で覆われ，その分布は鳩山村大橋の南方よ

り赤沼にかけて流れる川の河床および重郎付近の丘

陵の縁に限られる．

［岩相］塊状無層理な中粒砂岩層よりなり，新鮮部

は淡灰色，風化部は淡褐色をそれぞれ示す．まれに凝

灰岩の′トレンズを挟む．

［層厚］300m＋（上限不明）．

［層序関係］下位の鳩山層を整合に覆う．本層には

泥岩を含まないため鳩山層の最上部の泥岩層の上位

面が本層との境界になる．上限は物見山層および第四

系に不整合に覆われ不明である．

［化石］未発見．

［比較］本層は，小林（1935）の都幾川層上部“淡緑

色凝灰質砂岩，頁岩の互層”の上部，渡部ほか（1950）

の都幾川層上部“砂岩，頁岩の互層”の上部，松丸・

林（1980）の赤沼層，小池ほか（1985）の大橋層今宿砂

岩部層に，それぞれ一致する．

地質構造

調査地域の地質構造を小川盆地，荒川沿岸域・比

企丘陵，岩殿丘陵の3地域に区分して記載する．3地

域をまとめた地質概略図を図13に示す．

［小川盆地］小川盆地では基盤岩類が北西一南東方

向の断層に規制されて分布する（小勝ほか，1970）．一

方，新第三系は南北性（F9），北北西一南南東性（F5）

及び東西性（F6，F8）の各断層に規制され，ほぼ南北

に分布し，各断層によってブロック化されている．

北部（F6以北）の新第三系の走向はばらつくものの

地層はほぼ南方に傾斜し，東側の地域では，南にプ

ランジする向斜構造を示す（S4向斜）．中央部（F6－

F8間）の新第三系の走向は大略北北西一南南東方向

を示し，西南西に20～300の同斜構造をなし，北東一

南西方向のF7断層で東側の荒川層が西側の基盤岩類

及び小園層に接している．この事からF7断層を境に

して西側が相対的に東側よりも隆起したものと推定

される．南部（F8断層以南）の新第三系は盆状構造を

示す．

［荒川沿岸域・比企丘陵］荒川沿岸域と比企丘陵市

ノ川右岸沿いに分布する新第三系は，北西一南東方

向の一般走向で地層は北東傾斜を示す．新第三系は北

西一南東方向の断層（F3，FlO，F12：図13）により大

略基盤岩類と境される．しかし，これらの断層の西側

にも新第三系が北西一南東方向の断層により帯状に，

また，東側にも基盤岩類が地塁状に分布（中爪南東：

図4）する部分がある（図13）．
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図13　調査地域新第三系の地質概略図．凡例は，図2，4，10に同じ．ただし基盤岩類は白抜きに，

また神戸層は砂岩・礫岩の模様に一括してある．岩殿丘陵に描かれた破線は，各地層間の推定

境界を示す．

Fig・13・Compiledgeologicmapofthestudied area・Forlegend，SeeCaption offig．4．
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比企丘陵の市ノ川と滑川に挟まれた丘陵地域の新

第三系は，北西一南東方向にkmオーダーで追跡可

能な緩くうねる軸を有する背斜構造（Al，A2，A3）

と向斜構造（Sl，S2）で主に特徴づけられる．これ

らは比較的閉じた摺曲構造を呈し，Al背斜軸は北西

に僅かにプランジし，A2とA3背斜軸は北西と南東

の双方にプランジしている．また，kmから数百m

オーダーで追跡可能な摺曲構造が，A3背斜の西巽に

位置するT3凝灰岩層やA3背斜の南東に位置する荒

川層に多く確認される．これらの摺曲軸はかな・り波曲

しているが，大略A3背斜軸の方向と調和している．

しかし，西古里の北西地域（F14以北）に分布してい

る市ノ川層中には上述したような摺曲構造は認めら

れず，地層の一般走向はほぼ東西で北に傾斜してお

り，当地域の主要槽曲構造と明らかに斜交している．

丘陵西縁部の市ノ川層は北西一南東方向のF15断層

によって小園層と境されるが，この断層は市ノ川左

岸に連なる尾根のほぼ中軸を走っている（図8の写

真1a－b）．西古里南方の市ノ川層には向斜構造（Sl向

斜）と背斜構造が認められる．Sl向斜は市ノ川に沿っ

て南東方向に延長されると考えられる．

以上述べた袴曲軸の配列及び地層の分布から，市

ノ川と滑川に挟まれた比企丘陵は，全体として1つ

のドーム構造と見ることができる．また，F14，F15，

F16断層によって囲まれたAl背斜によって地質構造

が支配されている地域は，その周囲よりも相対的に

上昇した方形の地塁状ブロックと見ることができる．

市ノ川層が市ノ川右岸沿いに分布しないことから，

市ノ川に沿った東落ちの断層を考えなくてはならな

い（図4のB－B’，C－C’，D－D”断面の市ノ川沿いに？

で示した部分）．この断層は中爪付近（図4）に見られ

る複雑な地質構造と関係するかもしれない．中爪付近

では結晶片岩類，先新第三系堆積岩類の礫岩層，お

よび荒川層が北西一南東方向の断層によってブロッ

ク化され，それが幅350mにわたって帯状に分布して

いる．この複雑な構造帯は市ノ川右岸に沿って北西方

向に延長されることが推定され（図13の点線），そ

の東縁が市ノ川層のSl向斜の西翼あるいはSl向斜

軸そのものを切っている可能性がある．この市ノ川に

沿って推定される構造帯は，′ト勝ほか（1970）によっ

て命名された奈良梨断層に一致する．

［岩殿丘陵］本丘陵の新第三系は南に開いた盆状構

造をなし，その西縁はF18断層によって基盤岩の結

晶片岩類と接すると考えられる．小池ほか（1985）によ

れば本断層はYABE＆AoKI（1926）の八王子線に相

当し物見山層を切る．本地域の新第三系は，地層の傾

斜が非常に緩く都幾川左岸の一部を除いて，傾斜が

200　を越えることは極めて稀である．このことは，

地層の傾斜が一般に200　を越える小川盆地，荒川沿

岸域，比企丘陵地域の新第三系と著しい対照をなす．

小池ほか（1985）は岩殿丘陵新第三系中に，それを縦

断する顕著な断層を認めたが，将軍沢層中のTlO凝

灰岩層が非常に良く連続することからF18断層を除

いて岩殿丘陵に顕著な断層はほとんど存在しないと

考えられる．

新第三系には，凝灰岩の分布や地層の走向・傾斜

から堆積盆の中心（今宿層分布域）に向かってプラン

ジする何本かの弱い摺曲軸を想定することが出来る

（図13）．このうちS5向斜軸は最も明瞭で，岩殿丘陵

新第三系の南に開いた盆状構造を基本的に支配して

いると考えられる．

［比企丘陵と岩殿丘陵間の地質構造上の屈曲］岩殿

丘陵のS5向斜は比企丘陵のSl向斜の延長であると

考えられる．このS1－S5向斜軸は比企丘陵の北西一南

東方向から岩殿丘陵の南北方向へ，両丘陵間で屈曲

すると推定される．基盤岩類と新第三系を境する断層

（F3－FlO－F12断層とF17－F18断層の間：図13）もやは

り同様な方向に屈曲している．また比企丘陵の奈良梨

断層も同様な屈曲を示す可能性がある．武井ほか（1976）

は，奈良梨断層が岩殿丘陵の北縁を，ほぼ都幾川に

沿って南東に延長されると考えたが，奈良梨断層の

延長はF17断層と，それに連続するF18断層である

かもしれない（図13）．もしそうであるなら奈良梨断層

は北西一南東方向から南北方向へと屈曲したことに

なる．

時　　　代

小園層の貝化石群（表3）の特徴種は，mcαりβ肋

ishiiana（YoKOYAMA）（図7の写真1－3），7bteiu）aia

tateiu）ai（MAKIYAMA）（図7　の写真5），T

yamanarii（MAKIYAMA）（図7　の写真6），
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Cerithideasp．などの巻貝類，およびSiYiaYCa Sp．，

AnadaYtl Sp．，CrαSSOStYt7a grauitestaYoKOYAMA

などの二枚貝類である．これらの貝化石群はOTUKA

（1939），CHINZEI（1978），鎮西（1981）等の門ノ沢型貝

化石動物群を特徴づける熱帯ないし亜熱帯の潮間帯

汽水域の環境を示すArcid－Potamidid群集（津田，

1965；高橋，1984）に比較される．Arcid－Potamidid

群集は日本各地の中新統から知られ（NoDA，1973），

その層準は下部中新統上部から中部中新統最下部に

限定され，時代決定のよい指標になっている．した

がって，小園層の時代は前期中新世後期から中期中

新世最前期であると考えられる．この結論はHATAI＆

MASUDA（1962）が示した本層の貝化石の時代ともほ

ぼ一致する．

小園層に整合に重なる荒川層を不整合に覆うと推

定される市ノ川層は岩殿丘陵の神戸層に次に述べる

ような理由で対比されると考えられる．

（1）市ノ川層は荒川沿岸域および比企丘陵で荒川層

の上位に重なると推定される．一方，岩殿丘陵の神戸

層も槻川および都幾川左岸において荒川層の上位に

重なると推定される．また神戸層に多量に含まれる淡

緑色凝灰岩の小～中円礫が，比企丘陵の荒川層中の

T2，T3凝灰岩層の一部に岩相が著しく良く似ること

から，市ノ川層及び神戸層は荒川層を不整合に覆う

と考えたい．しかし，不整合と断定するにはより直接

的な証拠が必要であろう．

（2）市ノ川層が泥岩優勢な砂岩泥岩互層を主体とし

た地層であるのに対して神戸層は砂岩層と礫岩層よ

りなる地層であり，両層は岩相がかなり異なってい

る．しかし，この両層は結晶片岩巨角礫を多量に含む

礫層を挟在するという点で共通し，また本地域新第

三系の礫岩を挟在するもうーつの地層である小園層

の礫岩の礫種と著しい対照をなしている．市ノ川層と

神戸層は両層堆積中に起こった結晶片岩礫の多量の

供給という同一の事件を反映している地層であると

考えられる．

神戸層の礫質粗粒砂岩の転石から上申〟0qCJf乃α

sp．を得た．産地は鎌形付近の都幾川右岸から南方に

分岐する谷の上流約350mの河床で（化石産地17），

松丸・林（1980）が鋤力和Jゆfdわ才αSpp．を報告した

産地に一致する．この転石は，周囲の露頭と岩相が同
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一なことから大きく移動してきたものとは考えられ

ない．茨木（1981）は，日本の上申揖0qCJg乃αの産出層

準を検討し，伊豆半島を除いて，それがBlowのN8

からN9の最下部に産出が限られることを示した．こ

の時代はArcid－Potamidid群集の産出する時代と一

致する．以上のことから小園層，荒川層，市ノ川層お

よび神戸層は前期中新世後期から中期中新世最前期

の地層であると考えられる．

将軍沢層産の貝化石（表5）は比較的深い海に産す

るものが多く，中新世を示すGわ′車α招〟研cm∫5わJg一

捌厄椚（YoKOYAMA）（図12の写真6）を除いて時代決

定に有用なものは少ない．小池ほか（1985）は富岡地域

の地層との対比から将軍沢層はN14まで達するとし

た．

ま　と　め

（1）小川盆地，寄居付近の荒川沿岸域，市ノ川右岸

沿いの丘陵部，および比企丘陵の新第三系は，主に

摺曲および断層による小園層と荒川層の繰り返しか

ちなる．小園層は基盤岩類を不整合に覆い，荒川層に

整合に覆われる．小園層は多くの礫岩を挟在するが，

この礫岩中に結晶片岩礫が含まれることは稀である．

（2）比企丘陵の市ノ川と滑川に挟まれた丘陵西縁と

西北縁には，主に結晶片岩巨角礫からなる礫層によっ

て特徴づけられる市ノ川層がある．市ノ川層は荒川

層の上位層であるが，両層の関係が整合か不整合か

は不明である．

（3）岩殿丘陵の新第三系最下部は荒川層で，本層は

都幾川および槻川左岸において神戸層に覆われると

推定される．両層の関係が整合か不整合かは不明であ

る．神戸層の礫岩は，下位の荒川層に挟在する淡緑色

凝灰岩の円礫および多量の結晶片岩礫を含むことを

特徴とする．神戸層の上位には将軍沢層，鳩山層，今

宿層が順次整合に重なる．

（4）結晶片岩礫を多量に含むという礫岩の性質と，

下位層との層位的関係からから市ノ川層を神戸層に

対比した．

（5）比企丘陵新第三系のSl向斜軸は北西一南東方

向を示し，岩殿丘陵の南北方向を示すS5向斜軸に連

続すると考えられ，摺曲軸が大きく屈曲しているこ
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とが推定される．基盤岩類と新第三系を境する断層

（F3－FlO－F12断層とF17－F18断層の間）もやはり両

丘陵間で同様な方向に屈曲している．比企丘陵から岩

殿丘陵に延長される地質構造はいずれも両丘陵間で

北西一南東方向から南北方向へ屈曲する．

（6）化石の検討から，小園層，荒川層，市ノ川層，

神戸層は前期中新世後期から中期中新世最前期の地

層と考えられる．それより上位の地層については明確

な時代を示す化石を兄い出せなかった．
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